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表も裏も見る
Ａという本に“Ａはいいよ”と書いてあったので、Ａは良いものと認識します。翌日、

Ｂという本に“Ｂはいいよ”と書いてあっので、Ｂは良いものと認識しようとしました。

ところが、ＡとＢは相反しているとしたら、皆さんはどう認識するでしょう。私たちは

先生の話、ＴＶやネット、新聞で報道されたものを見たり、読んだりするとそのまま信

じてしまうことがあります。私もそのようなことが多々あります。しかし、全てのもの

は表裏一体、表があれば裏もある、表を取ると裏も無くなってしまいます。そこで、表

も裏も見る習慣が大切という

ことになります。“Ａはいい

よ”と聞いた後で、“欠点は

どこかな”と捜すことも大事

なんですね。

かつての私は、一度“よい

”と判断するとそのもの全て

が“よい”と認識していたと

ころがあります。欠点が見え

なくなっていたのです。後に

なって欠点を見つけ、不満を

言い出すのです。恥ずかしい

ですよね。全てのものに長所

短所、表裏があると思って判

断することは大切なことなの

です。

《祝！We Support UNICEF 賞を受賞》

本校国際教育部の有志団体が文化祭（かえで祭）において、フェアトレード等

の商品を販売した収益金12,220円をユニセフ協会に寄付したところ、この賞をい

ただきました。本校には国際貢献に意識の高い生徒が多くいます。


